

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































⎝364　BVerfGE20,162 (223);109,279 (354);Voßkuhlea.a.O. (Anm.201),S.1243Rn.83;




















































































































































































































































































































































































S.219ff. や Lina.a.O.(Anm.251),S.280ff.u.330ff. などを，教科書における概説としては，
Beulke/Swoboda,ebd.,§23S.336ff.Rn.454ff.［加藤＝辻本・同上145頁以下（とりわけ，
149-153頁）］などを参照。
⎝421　Siehez.B.BGHSt44,243(249);BGHSt51,285(292f.);BVerfGK4,283(285);BVerfG(2.
KammerdesZweitenSenats),Beschlussvom28.7.2008 -2BvR784/08,NJW2008,
S.3053(3054).
⎝422　Siehez.B.BGHSt51,285(293)［「危険が切迫している場合」であることについての事
実誤認や，捜索の態様についての個別のあまり重要ではない違反について証拠使用禁止
を認めることは許されないとしつつ，本文記載のような「いたずらに例外的に裁判官命
令が不要となる緊急の場合を創出し，裁判官命令を故意に迂回した場合」には例外的に
証拠使用禁止が導かれるという］;BGH,Beschlußvom18.11.2003-1StR455/03,NStZ
2004,S.449f.［裁判官への接触を試みることなく，緊急性から検察官の命令で行った住居
捜索を違法とはしつつ，これでは証拠使用禁止を基礎付ける恣意性は認められないとし
ている］.
⎝423　BVerfG(2.KammerdesZweitenSenats),Beschlussvom28.7.2008-2BvR784/08,
NJW2008,S.3053(3054).SieheauchBGHSt44,243(249f.).
⎝424　Siehez.B.BVerfGK14,107(112)［問題となる裁判官留保の要請が法治国原理の要請す
る最低基準に該当するかで判断し，緊急性を根拠づける文書が欠如しているということ
48
続・権利ドグマーティクの可能性 ⑵：ドイツにおける裁判官留保
　このように，実務上，裁判官留保がもたらす証拠使用禁止の効果は，ドイ
ツではかなり限定的なものとなっているし，証拠使用禁止は効果が生じるタ
イミングが遅いことや，裁判において証拠として用いられない限りは問題と
ならないことなどから，とりわけ事前の権利保障としての性格を持つ裁判官
留保に関する救済としては，効果は限定的であるとの指摘もされている（425）。
［付記］
　本稿は，JSPS 科研費（課題番号17K13607）の交付を受けて行った研究の成果の一部であ
る。また，在外研究中に執筆したものであり，邦語文献については十分に参照できてい
ない。
109
一〇九
　のみでは，証拠使用が禁止される場合に該当しないという専門裁判所の判断を是認した］.
⎝425　Siehez.B.Lina.a.O.(Anm.251),S.330ff.;Talaska a.a.O.(Anm.205),S.269f..
